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鹿密室

利
払
た
ち
は
、
緩
実
に
高
度
な
ゆ
人
化
集
係
へ
の
滋
を
、
あ
ゆ

み
続
け
て
お
り
ま
す
。

生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、
縫
い
捻
て
め
物
品
も
か

な
号
多
く
な
り
、
き
ま
N
C
ま
な
ゴ
ミ
が
毎
日
似
て
い
ま
す
。

ふ
僚
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
ル
」
燃
え
な
い
ブ
ミ
に
分
け
て
肱
消
却
す

る
た
め
、
分
間
柄
校
除
棋
を
行
な
っ
て
お
リ
ま
す

b

分
別
級
緩
ん
刀
法
を
よ
り
よ
く
ご
緩
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
綴
い
い
だ
し
ま
す
。
〈
側
関
渡
部
仙
市
中
二
一
応
に
)

都中市開賦同持、

時
吋
と
陥
地
域
い
い
よ

り
い
ろ
い
ろ
同
時

介
ゆ
崎
ゐ
シ
z
W
9し
ず
ー
、

e
u

、

い
ま
忽
た
ち
の

住
み
よ
い
都
市

ヴ
〈
ゆ
町
出
発

し
は
は
、
ど
こ
に

コ
ン
々
J
η
7
1
2
ふ
ヨ

を
打
ち
、
件
拭
瓜
W

を
排
出
く
か
で
は

な
く
、
い
か
に

'v
て
市
民
的
参

加
を
得
ら
札
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
終
的
指
し
て

い巾
M
K
の
た
め
の

以
後
社
会
を
つ

で
あ
る

制
吋
か
る
〈
治

滋

C
M凡ドぃ仙川な

1
1ア
p
i

d
h
M村山
2
J
く

り
は
、
ま
ず
必

M
八

E
め
H
吋
江
川
か

ら

i
級
公
も
き

る
ニ
レ
な
が
心
、

ソ
h

戸いれ
μ
ぐ
こ
小
花

f
メ

f
i
l
a

%
以
求
山
々
汁
山
地

υn
ざ
と
い
市
長

を
川
問
ん
で
仰
い
市
政
相
心
品
会
や

品
川
山
川
出
制
冷
を
行
な
い
、
ま
と
、

宇
一
ん
に
ち
わ
ゐ
ぴ
こ
を
縫
い
打

し
、
ル
市
長
へ
の

F
祇
制
伎
を

は
仁
め
.
市
川
氏
サ
ー
と
え
紛
却

を
な
従
軍
什
い
た
の
は
ち
そ
こ

に
生
ま
れ
る
山
伐
の
持
う
ん

と
円
い
村
山

Tw英
知
問
主
叩
い
い
上

f
r
，

t
、

i
i
i

り

R
J
U
品
以
日
馬
記
博

史
、
村
公
殺
行
寺
内
'
打
政
総

取
を
、
山
市
い
い
出
眠
し
い
U

凶
行
を

広報'1煤年かる

新開揖込みにな

り3ます。
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ね
仏
部
怖
は
、
来
年
一
月
一
日
号
か
ら

務
問
折
込
み
に
な
リ
ま
す
。

朝

B
e
サ
ン
ケ
イ
・
点
以

e移行
n

.
続
企
冗
の
各
新
開
を
お
取
り
に
な
っ

て
い
な
い
方
は
、
お
匁
句
せ
下
き
い
。

五
憾
軌
を
二
紙

P
L取
ら
れ
て
い
れ
ば
も

号
外
の
ハ
ガ
キ
H
M
本
姿

f
f
o

H
m市
・
印
西
町
約
機
界
出
略
的
泣
く

い
い
仲
間
ま
わ
れ
て
い
る
ご
家
臨
時
に
も
、

広
縁
は
お
総
け
し
ま
す
。

{
金
制
向
調
時
)

956 

織 をほんとう(7)取り除いてブタクサを



鶴田曹

墨田

機
え
る
ゴ
ミ
は
毎
癌
2
臨

鍛
え
な
い
ゴ
ほ
ん
時
月
2
園

U 議事総子を語tll・16臼

楽
し
い
繁
縫
ゑ
神
的
を
営
ん
で

い
る
市
慨
に
は
、
必
ず
ゴ
ミ
が
生

じ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
的
中
に
は
、
燃
え
る
ブ

ミ
、
幾
え
な
い
ゴ
ミ
な
ど
綴
々

雄
山
々
ぞ
す
e

市
役
再
開
で
は
、
市
回
目
的
皆
き

ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
焼
却
し
や
す

い
よ
う
に
ゴ
ミ
金
分
け
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
緩
め
る
寸
分
波

紋
船
橋
い
を
行
者
っ
て
お
り
ま
す
e

燃
わ
る
物
は
、
ゴ
ミ
焼
却
鳩

(
7
リ
ン
セ
ン
タ

i
〉
へ
、
燃

え
な
い
絡
は
、
川
嶋
立
て
て
お
り

ま
す
。常

事
附
聴
か
ら
出
向
さ
れ
る
数
え
る

プ
ミ
の
申
・
に
、
も
し
被
え
な
い

ゴ
ミ
を
入
れ
ま
す
と
、
ク
リ
ー

ン
々
ン
タ
!
〈
幾
却
場
)
内
が

は
た
い
へ
ん
い
た
み
ま
す
。

そ
し
て
、
設
か
ん
-
V
ご
ア
ー
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
燃
が
胤
戦
え
れ
ば
、

有
官
官
会
総
縫
を
発
生
さ
せ
る
と

止
も
い
い
、
後
却
炉
内
に
討
中
嶋
純
物

を
残
L
、
焼
却
組
問
カ
を
総
下
さ

収
集
し
ま
す

せ
、
き
ら
に
は
放
絞
め
塚
田
出
に

な
り
ま
す
。

ブ
ミ
の
分
別
に
ご
協
力
下
さ

る
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
。

コ
ミ

mw際
仏
河
川
体
、

紙
く
ず
ち
野
系
〈
ず
、
ネ
〈

ず
、
木
悼
柿
〈
ず
、
山
明
州
問
料
M

ん
時
湖
一
一
問
問
問
拭
綴

中
市
械
器
れ
て
い
る
紙
袋
(
十

枚
入
で
-
一
夜
五
十
町
内
)
か
‘
む

よ
う
よ
な
紙
袋
な
ら
な
ん
で
も

か
ま
わ
な
い
相
悦
に
入
れ
て
、
指

復
し
た
ザ
摘
に
、
ル
γ
煎
八
時
吋
コ
一
ト

分
ま
で
に
山
間
し
て
下
き
い
か

尚
昆
か
ん
、
世
ム
吋
V

ん、

γ
ラ
ス

チ
ッ
夕
、
ピ
ぷ

I
ん
後
品
、
革
、

ル
山
地
欄
党
叩
紺
嫡
‘
鉄
〈
ず
、

f
ラ
ス

ク
ズ
、
乾
電
池
等
。

毎
月
二
間
関
級
機

必
ず
袋
入
か
ダ
ン
ポ

i
ル
織

に
入
れ
て
絞
袋
詰
の
朝
八
時
吋
一
一
…

十
分
ま
で
に
、
一
昨
中
島
内
線
級
叫
問

に
出
し
て
下
却
で
い

テ
レ
ビ
'
ス
テ
レ
オ
・
冷
綴

漆
等
内
電
化
製
糸
、
究
成
、
タ

夕
、
¥
凝
然
桝
問
符
な
ど
。

〈
袋
入
れ
札
、
拙
相
入
れ
に
で
き
な
・

い
も
の
)

間
間
人
が
市
町
指
定
す
る
綴
立

池
に
搬
入
す
る
か
、
政
治
会
・

グ
ル
ー
プ
的
申
込
A
に
よ
与
、

中
市
磯
崎
明
衛
生
議
と
絞
集
日
を
滋

効
酬
の
上
有
科
で
哲
雄
滋
し
ま
す
。

楠
岨
京
地
は
お
ル
拭
捕
時
欄
間
約
機
立

地
〈
泌
総
)

事
一
地
に
す
で
な
い
で

齢
判
官
柑
く
ず
な
ど
を
不
法
に
設

楽
し
な
い
で
下
さ
い
。

野
菜
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
を
ゑ

絡
に
捨
て
ま
す
と
、
織
的
人
は

ご
み
時
相
場
と
怒
っ
て
し
ま
い
、

終
的
裁
滋
を
感
と
る
こ
と
な
く
、

…
絞
め
ブ
ミ
を
捨
て
、
な
ふ
り
ま

ち
の
う
ち
に
ゴ
ミ
だ
ら
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

悶
叫
が
時
明
け
ば
紙
舗
は
主
ぴ
、

泌
が
降
乱
ば
た
い
へ
ん
き
だ
な

〈
な
り
ま
す
@

ど
う
か
、
波
紋
に
コ
ミ
を
捨

て
令
い
よ
、
つ
ご
協
力
下
さ
い
白

(
環
出
品
臨
開

ι車
線

μ

i議〉(聾

主主

撚えるゴミの収集詩翠罷

公
開
間
後
世
情

絞
集
お
が
休
隠
お
よ
び
祭
日
に
巡
っ
た
場
合
は
、

い
ず
れ
も
翌
日
収
集
と
な
り
ま
す
。

月)
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州
議
議
会
「
裕
史
的
手
守
制
削
ろ

州
う
殺
孫
子
的
援
史
し
は
、
公
品

問
十
一
月
十
七
日
午
後
三
一
時
間

闘
に
わ
た
れ
マ
議
油
酬
と
質
疑
が
お
こ

附
な
わ
れ
、
志
向
外
を
関
わ
ず
一

毎
年
一
一
月
に
h

行
な
っ
て
い
た
け
の
二
期
一
議
出
坦
の
た
め
に
、
問
五
心
人
両
市

ME参
加
各
社
て

入
学
携
の
子
ど
も
き
ん
の
予
防
検
診
丹
必
闇
討
が
を
い
と
の
こ
州
議
況
の
3
ち
に
お
わ
り
ま
し
た
れ

綾
織
は
ぷ
一
刊
に
い
符
な
い
ま
す
。
と
で
・
ジ
ツ
テ
ヲ
?
を
先
に
川
議
瀦
い
は
、
後
史
家
的
芳
賀
受

制
開
制
判
的
問
診
察
に
体
抽
憾
な
ど
災
絡
し
‘
鐙
寂
は
、
後
訟
を
脚
然
抽
棋
大
学
教
授
を
講
師
押
と
し
て

を
記
入
し
て
、
一
一
時
か
士
一
時
吋
い
た
し
ま
せ
ん
。
州
五
開
時
七
十
年
恥
を
繁
い
符
と
し

ま
で
に
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。
会
場
的
人
数
的
級
会
に
よ
酬
て
蜘
問
問
問
的
関
努
と
命
絞
a

官叩出明。

例
年
M
M

雌
槻
附
械
を
先
に
按
踊
醸
し
り
、
点
。
数
ゑ
と
一
部
入
学
金
附
コ
利
組
問
出
川
附
闘
中
部
』
・
吋
都
内
北
村

て
、
検
鈴
設
に
ジ
ブ
テ
り
ア
の
も
一
一
緒
仁
実
務
す
る
よ
、
7
議
問
総
恥
そ
の
後
文
人
紀
行
交
を
炎

予
防
機
種
を
い
た
し
ま
し
れ
~
が
も
何
時
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
問
料
に
し
て
、
鉄
滋
や
水
絞
め
幾

制
制
窪
直
視
が
液
ん
ぞ
い
る
人
だ

τ承
下
さ
い
。
(
銀
総
議
}
糊
衰
に
よ
る
淡
路
悌
一
中
:
湖
北
・
+
叩

」

1
2
1
1
1
1
7
」
i
4
J
酬
然
的
銃
後
ゃ
、
そ
札
と
江
戸
・

塑
側
一
縦
一
側
一
剛
一
樹
一
樹
一
醐
一
同
殺
害
一
円
関
係
c

学
術
論
文
を

刊

u
…
純
一
げ
一
山
間
一
一
見
一
日
間
一
銭
…
泌
…
酬
後
つ
て
の
「
か
つ
ぎ
や
事
ん
し

里
町
一
空
間
一

m
m
m一
間
一
町
内
漆
交
な
ど
が
緩
叫
す
札
て
先

ム
ナ
リ
ー
ナ
ペ
斗
パ
十
パ
十
川
十
パ
ユ
脳
人
た
ち
の
ふ
お
や
歩
ん
だ
中
惑
が
あ

叫
摺
一
約
一
山
削
…
州
桝
…
揃
附
同
州
一
山
樹
一
一
側
一
闘
争

P

P

Z
予

L
t
J
3
。
E

日
一
詩
…

nu
一昌一

8

日
一
日
一
日
…

m
m
t
-
1
t
f
t
2
1
1
4
1

約一

2
…
3
一
4
一
4
一
5
一
6
…
9
…
酬
て
我
孫
子
の
躍
鷹
市
見
を
発
制
附
す
る

阿
月
同
舟
一
符
月
一
白
川
一
旬
月
…
持
河
一
開
月
…
例
月
一
泌

日
一
郎
一
部
一
間
一
山
…
出
…
山
山
一
間
十
仰
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
削
減
つ

生
一
生
一
生
一
銭
…
生
一
生
一
生
一
生
一
馴

土
川
一
土
議
一
同
7
一
一
仕
立
…
¥
パ
川

J
J
M
Y
F
)
一応

一応
λ

一
宇
一
師
一
浩
子
と
“
(
あ
び
之
会
撮
る
け
¥
け
汗

入
一
叫
入
一
主
性
目
立
一
山

f
j同
比
汁
陣
片
W
L
9
r

h

一

業

一

ト

ヶ

ど

み

一

烈

一

議

一

世

帯

一

剛

岳

る

判

J
f川
一

刈

一

掛

一

台

一

三

一

同

選

民

の

手

で

銅

ろ

う

メ

金

j

j
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j
j

一
十
「
控
附
…
制
…
約
一
一
議
議
子
の
歴
史
い

選
襲
撃
審
議
設
費
一
議
議
会
は
護
大
に
韓
関
じ
る

務
総
総
滋
齢
出
部
隊
桜
総
総
議
耕
時
制
開
制

議

議

議

議

議

叫

て

い

た

事

実

芸

人

た

ち

的

災

後
遺
総
滋
総
緩
綴
慾
慾
襲
川
義
で
き
な
か
っ
た
雲
閣
世
代
的

十
一
一
鍔
的
機
鳥
は
、
保
持
棺
州
市
及
川
そ
っ
け
つ
が
れ
、
市
民
一

滋
を
計
冊
慨
し
ま
し
た
。
州
人
H
V
e

と
り
の
生
活
を
出
川
レ
ふ
さ
せ

鴎
類
丹
悠
タ
力
的
仲
燃
に
側
て
我
孫
子
的
地
波
紋
会
を
発
僚

会
え
る
か
も
祭
れ
ま
せ
ん
白
側
き
せ
え
る
京
市
申
ん
を
、
市
災
由
民
身

今
問
闘
は
パ
ス
を
利
回
附
し
ま
附
が
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

す
の
ぞ
、
定
異
五
十
名
ま
明
、
酬
い
か
の
具
体
的
な
書
法
が
液
ぺ

と
し
ま
す
。
〔
小
総
決
行
〉
馴
ら
れ
ま
し
た
@

V
制
朗
自
十
一
…
何
月
八
件
持
(
告
〉
川
ま
た
、
市
災
・
努
筆
講
師

a

v除
端
会
場
所
中
央
公
日
間
桔
賄
側
指
南
拡
綴
凝
議
的
公
者
の
討
議
で

京

総

裁

酬

は

、

制

民

側

闘

が

続

出

し

て

時

吋

照

的

wv
出
発
時
制
措
午
前
九
時
吋
酬
都
合
の
た
め
質
問
を
泳
中
で
打

(
午
約
八
時
時
近
十
分
総
合
〉
酬
切
ら
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

午
後
闘
終
機
務
数
パ
ス
闘
が
、
級
世
間
予
と
内
問
機
派
・
5
秀・

を
利
用
し
ま
す
の
で
時
間
問
中
鈴
等
的
地
名
、
議
な
ど
の
相
関

を
畿
守
し
て
く
だ
き
い
α

側
々
の
我
孫
子
め
市
民
災
e

市市民側欄

曹
参
加
期
資
火
人
日
関
係
中
開
緩
め
然
体
的
な
カ
淡
、
民
衆
史

惨
銭
円
以
下
五
十
円
山
的
問
問
削
鰍
が
紛
憾
と
な
り

B

ま
し
た
a

v出
申
込
先
渡
辺
義
綾
震
酬
治
問
伐
の
質
問
附
に
市
民
が
答
え
た

話
八
二
j
O
五
一
一
一
酬
り
、
市
田
氏
再
質
問
に
応
援
し
て

(
机
町
勉
岬
を
内
ザ
品
会
)
…
叩
い
た
+
申
援
が
綴
紬
慨
に
削
問
答
し
た

入
学
前
児
童
の
種
痘
と

ジ
フ
テ
リ
ア
予
勝
機
種

十
二
月
め
時
時
間
四
相
談
を
次
の

自
例
制
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
将

殿
く
だ
さ
い
。

時
吋
閣
は
い
ず
れ
的
会
場
も
午

前
開
ふ
ん
縛
ぷ
十
分
か
ら
寸
一
時
ま

で
と
、
午
後
一
誇
か
ら
ゴ
一
持
ま

で
で
す
。

母
子
手
耐
艇
を
あ
れ
ず
ご
持
参

く
だ
奇
い
e

(

同時抽出現時)

紋
鎚
考
は

拍
明
年

s
a
nと
9
m
n念
品
科

号
す
る
な
か
で
、

1

小
字
L

内

保
存
、
『
湖
畔
時
門
』
的
後
判
例
‘

士
山
由
民
時
期
究
セ
ン
タ

i
め
具
体
化
、

資
創
刊
終
的
絞
放
な
ど
の
具
体
的

な
後
震
が
市
民
か
ら
な
さ
れ
ま

し
た
静当

日
お
こ
を
わ
れ
た
ア
ン
ケ

i
ト
繍
殺
は
じ

O
%を
越
え
る

お
率
で
凶
絞
き
れ
、
品
同
崎
駄
な
録

音
叫
国
見
・
御
批
判
判
老
後
る
こ
と
が

で
き
ま
し
允
。
一
裁
を
紹
介
す

る
主
主
も
に
御
礼
を
殺
し

t
げ

ま
す
。1

・
:
嗣
町
議
地
酬
を
ぬ
き
ま
し

て
や
め
緩
い
私
で
も
老
後
の
生

き
が
い
を
慾
と
ま
し
た

:
:
L

ァ
:
:
堪
滑
油
械
的
内
務
は
察
に

察
組
明
し
い
も
的
寸
あ
り
、
是
非

各
市
前
町
村
も
こ
れ
に
見
潤
っ
て

欲
し
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
様
な
市
市
民
側
欄
き
ん
方

式
は
ニ
的
地
方
で
初
め
て
の
方

式
で
あ
る
と
怠
い
ま
す
の
:
:
」

な
お
、
議
議
会
的
撲
州
開
放
幾

液
晶
却
と
し
て
、
党
尚
子
俗
的
1

眠前

究
仏
お
い
に
制
抑
級
事
れ
る
予
定
で

す
n

以
上
で
、
総
合
で
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
皆
様
へ
時
報
管
・
と

い
た
し
ま
す
a〈

ふ
巾
出
問
機
き
ん
室
)

957 
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狂
乱
物
綴
問
中
で
、
少
し
で

も
安
い
金
口
聞
を
と
、
十
月
的
資

築
業
を
か
わ
き
り
に
、
時
制
蜘
内
・

鮮
魚
と
、
生
鮮
三
誌
の
安
売
日

が
も
う
け
ら
丸
ま
し
た
。

各
総
統
一
で
、
ば
ら
ば
ら
に
実

務
し
て
い
た
安
売
日
は
、
全
市

と
も
、
総
出
門
殺
が
、
毎
月
第
一

念
総
目
、
糾
飾
品
鳳
裁
が
、
毎
符
丹
第

二
金
曜
日
、
榔
悶
蹴
鼎
掛
備
が
、
毎
月

第
三
金
綴
お
い
い
後
…
さ
れ
ま
し

た

安
売
E
を
-
有
効
に
品
開
開
閉
し
て

後
〈
フ
レ
ッ

Y

Z

な
魚
崎
を
、

競
入
し
て
下
さ
い
。

(
経
済
援
輿
諜
〉

調掴嘗

‘鵬rJ 誘導

地区 鮮幾重量5主要量総参加腐(毎月君事2金暗躍滋}

線 Fヨ ド時1Il~卒象潟

滋 ul スーパース.pト司アBl…たかたや鮮魚部{第2求濯
日英摘) 畿

本語7 魚笛・きくや

止華 言語E盟主義本総鮮魚部

苦手 昭島幾重差・ 1県竹

主主ヲj; 喜善羽E量釜本主主主手1黒部・魚f受

下今芦 桜井務内応鋒糸線

苦喜 安寿 天王台ザートI持j魚善幸

中塗 E器付金事魚、防・，帯、絵街活。伊芸事態ゑ互主

'1'鯵 2喜ま謹ス恥パー蜂鼠監事魚五若

湖北合
大主事態ゑflj.魚f点・挙資滋フイヅシングセン

ター鮮魚善事

布佐 鮮魚の焚義務総・幾多を

賀事 長E 精肉襲安売箆参対五苦{篠舟豊鹿 i金司値段〉

線戸 為梅本flj売場・為話量ヨ~flj

治 W スーパ}たかだ久やF埼畿玉き内終的WIIl(第1木磁
註紫施) ・米

本 車7j iままや精品安肉E鳥苦鈴e鳥海本容・太思議罪容成・小
害事，総評事 ・

毒事 言語E読経本主主務肉部

手守 鳥海分flj.落合終肉flj

幸吉 松 鳥海本波発務

我孫子 育問潟flj.語道f話B護主主本総務内部

並木 主息ヶIi:ストア… e総会食料品腐魚長

んドヶ戸 手場内角J関墜・桜井精肉曹、我孫子支成

目玉制緩狩15 山崎問料納

中義争 茶ま霊スーパ-p詩的中沢

t明北台 ul滋F悪事選湾総 '1時のお111庭1・F毎のさ主護・丸
iE鰭F号五言

事者 木 桜井機内務本文flj

苦言役 総E義務F埼玉5'鳥久夏草庭・ 3苦闘精肉五時

青果重量安静告El若島1語感{鋒丹第 3金翠El)

鈴木ストア…・ま義務管主要底・丸辰青果15

毒事務終・検挙商底・議沢膏薬flj.秋谷育』徒隊

…パー奥山・九品管系窓・本村童話成・和泉

議袋よみ笠宣塁盗

八百秀if!j窓・高田箆本1苦ーを苦織を響楽寝

八否慾話量五言・キミ宇務総・小書華街窓・会事毒草書E雪

宮本ストアー。かどや':it唐

中村i萌総・:lL毒殺薬密

基義予著書長月苦・事事事普*r.き
予定3:1昔?ート

青果活

-小川術総・1/'選議運筆

並木

本町

苦手

栄甚I

まぎ松

夫3:，当

密封j

t事

ま
た
、
緩
い
間
開
放
問
直
し
て
あ

る
，
ゃ
ん
袖
地
(
議
街
化
区
域

p
)
0
0

.w
以
上
・
中
市
街
化
珊
間
前
官
区
滅
五

0
0
0
併
以
L
L
}

は
、
遊
休
本

抽
端
的
滋
知
を
受
け
る
ニ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
と
き
は
、
そ
的
泳
法
的

利
岡
市
、
処
分
一
次
磁
を
、
加
知
事
に

開
明
山
山
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
法
律
に
つ
い
て
、
く
わ

し
い
こ
と
は
金
問
諜
ま
で
。

来
春
の
保
育
問
先
を
募
集

入
額
諮
問
申
請
は
印
月
刊
自
ま
で

土
地
取
引
に
許
可
。
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す

拍
胤
細
倒
的
潟
蛸
腕
を
時
間
草
、
土
地

を
ム
骨
叫
期
的
関
に
緩
う
た
め
に
、
関

土
利
制
廃
品
刷
機
淡
が
、
先
的
図
会

で
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
惇
に
よ
っ
て
、
ト
・
一

月
中
旬
か
ら
、
ゑ
筋
肉
祭
閥
封
殺

約
を
結
ぶ
終
に
、
そ
の
ゑ
絞
め

殺
削
別
刷
附
弛
慣
と
使
用
地

g
前
向
者
、
ふ
巾

授
を
は
税
務
し
て
、
』
知
事
に
総
出

な
け
れ
ば
会
り
ま
せ
ん
。

本
市
柄
、
の
綴
山
山
対
象
は
、
市

街
化
ぽ
民
総
ス

O
G
o
d
-
市
街

化
調
桐
耐
強
低
減
況
の

C
C
M
以
上

司
土
地
取
引
?
?
。

土
地
内
投
機
的
数
刑
判
明
、
‘
陥
品

ス
ポ
ー
ツ
救
出
盤
的
い
つ
か
ん

と
し
て
、
キ
キ
も
ス
キ
ー
教
室

が
問
問
か
れ
ま
す
。

相
側
人
あ
る
い
は
ど
家
総
渡
れ

で
お
気
軽
に
ご
務
総
下
事
い
.

V
蜘
冊
目
議
一
月
・

a

十
削
開
設
へ
夜

行
)
1
二
十
七
日

φ
ニ
月
十
周
5
〈
夜
行
〉

i

憾
が
上
界
し
た
よ
う
な
降
、
そ

の
絡
協
塙
H
H

、
組
問
制
制
陥
期
締
械
に
相
抽
出
血

さ
れ
札
ま
す
。

こ
の
治
法
で
は
、
係
抑
制
緩
糾
げ

に
間
関
係
な
く
、
土
地
取
引
が
鈴

可
制
と
主
り
ま
す
。

校芸;スキー教室にどうぞ i元幸三渡会罪被 毒 ~--L.，.，.- _ ./ 、 E十をる許:

的 出五希労学L
15'1Ii '1'" '1" ........日望で主主

I勾 r・コ議・ 2者会長官官在れ E草場企轟祭十をま寺 、!息
在問者ry I費コ泌費量4;lJJ司ぞ員ス高時 i七までれ1Ii的
主主ごコ級スな下草壁 号 に れ キ ~畏まに b 11: i皐

1 ・ どチ・…まを?悶 @I 萩綴~ i f争方保管
存ス上初)終きど nす呼十“場 j毎 a各芸誌藷 i主 管 に
重h 級 心 ‘ i議fIl~次名⑮ 線)金おを、箇箇

な務 著書室空( 第(そ 了皆 様 し十へつ

マ
申
込
先

教
育
諜

内
線
二
九
一
一
一

wv
受
付
十
二
月
十
聞
か
ら
慾

縫
で
仮
受
付
ま
す
。

動
組
物
持
委
悶
同
会
位
訂
会

五
一

都
宮
れ
の
開
山
地
内
窓
が
品
ん
れ
ソ
会
う

Am
ま
ぜ
て
務
一
夜
の
為
的
毛
糸
嗣
欄
む

滋
持
品
療
の
揚
げ
が
怠
め
る
小
君
事
品
中

牧
師
な
撃
機
ふ
と
お
も
ふ
年
の
市

大
容
の
断
然
も
の
の
繋
に
一
馨
札
て

寸

側

附

染

谷

柔

径

「
色
ま
ぜ
て
L

の
勾
、
絡
ん
骨
に
撃
や

ev鰯
逆
行
本
的
ク
リ

ス
マ
ス
、
あ
め
築
制
時
金
蹄
瀬
市
慨
を
持
つ
我
が
子
に
楽
し
襲
。
治

糸
を
編
む
、
世
有
い
後
代
的
緩
い
?
?
の
美
し
い
夢
と
滋
い

が
絡
め
ら
れ
て
い
る
。

長

泉

学

者

凱
柏
村
申
き

盛
岡
附
屈
は
な

牧

野

泰

子

組
問
山
崎
ま
君
子

て
〈
だ
き
い
念

事
務
相
用
紙
同
時
、
本
庁
原
生
諜

お
よ
び
品
交
一
昨
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
記
入
問
う
え
や
同
慨
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
わ
し
く
は
、
凶
県
生
議
即
時
務

総
ま
て

V
湖
北
台
の
滋
祖
師
〈
阿
臨
名
希
望
)

か
ら
湖
北
命
保
線
開
闘
へ
と
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
カ
!
・

砂
行
捺
各
一
合
的
努
幾
が
あ

リ
ま
し
た
e

期
間
協
誌
は
ふ
人
務
び

で
絞
っ
て
お
り
ま
す
包
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

V
惜
思
案
努
力
(
株
)
さ
ん
か
ら

階
削
減
灯
十
五
裁
が
寄
矯
き
れ

ま
し
た
。
中
市
内
的
各
所
に
捕
世

間
川
寺
せ
て
い
た
ど
き
ま
す
。

V
我
孫
子
守
イ
オ

y
ズ
ク
ラ
ブ

の
皆
き
ん
が
‘
か
山
市
浦
安
金
を

絞
培
、
中
市
内
約
二
世
同
ヵ
続
的

カ
i
プ
ミ
ラ
ー
を
勤
労
務
伎

と
し
て
掃
除
さ
れ
ま
し
た

6

文
芸
だ
よ
り
局

続説相談車巡欝

午後13:鈴-16:吾9午議9:3(j-12:ω期日

目立精機l'u，f毘芦 3室長E
(鈴木…綾氏浴室寺}

12月2日

12月17設(火)

正子高官10善寺~午後3時

*日時
我孫子動物病院総

来季量殺そi'J也Iii:
{東殺喜章子脅年露草寺}

2持4詰 I1雪山地区
{膏出合スーパー暗号}

湾北合閥均
2月5自

{来襲喪主暗)

ギH俊文戸長会場所

部議資滋税の第 3期分です

今月の浅草長徴収は、次のとお f)

行ないますので、ご事IJffl十ドきいa

・日時 12Jl25縫{家)

Lf請1J9善寺30分~午後4時

。域紛然防守・議後センター 湖北古
(4号児童遊磁地}

人像機喜重3妻美に、秋間後3憲氏

波浪三重氏、J11村f言拳氏内三三氏

が手専任きれました。

叫
し
き
母
的
野
菜
作
る
と
議
ひ
た
る
山
掛
か
げ
の
道
に

萩

の

散

り

敷

く

松

下

曲

世

代

〈
紺
附
」
続
々
と
述
べ
て
い
て
終
揃
聴
が
深
い

胤
齢
期
的
ニ
時
二
一
二
年
み
が
ら
ぬ
を
後
し
と
息
H
V

け

ふ

き

も

の

縫

ふ

捌

州

安

文

子

〈
一
鈴
〉
桜
丸
だ
が
附
問
年
濯
の
人
に
は
共
蛾
献
を
得
ょ
う
。

一
殻
品
執
念
紬
械
に
す
寸
時

ιれ
来
て
み
れ
ば

み

な

よ

き

人

に

し

て

心

嬉

し

き

土

泌

す

ぎ

(
評
)
初
め
て
叫
軌
を
作
ヲ
た
人
だ
が
気
持
が
禁
止
れ
に
よ
く
出

て
い
る
。
特
に
第
一
一
句
が
よ
い
e

行政相談
人権擁護棺駿

惨 12月の納税伺

3ftオミ地区
12113詔 i

{久寺寧通岩井運送草稿}

筆者木野箆滋

(児童遊園地総)
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l 中 静 j己主車Iii:
Z月681

I (中静ふ腎年主霊祭}

紫綬iまねたちの生活を務るく、霊童か

にするための源です



ダーンレ市民カしはす

師走12月
'"緩痘空手鵠・ 3裁判望書~t小学校14.草寺 -15.00
ぽ波紋栂談・人権罪主主華繍談~.官後支所

10.00-15.奇幸

町寄添綴事実~言語紙センタ -9.30-11.00
13.00-15.0。

緋滋痘2揖見‘ 3事鵠湖北'1、'f.!主14.0ト 15.斡

湖北会主音'J"'l̂j立14.00-15.0。
宮守寄ヲ患絡談時緩急上センタ -'9.30-11.00

13.幸吉-15.00
P.?~重I主主義ß. 3 草書凶詰毒~j号機小学校14.母語 -15.00

火

水

17 

H~ 

l参

'"総統相談事滋I!il=綴戸総長{9.3書偽-12.00
自主Zき毒機事IJ:m3.o事-16.00

伊ジフチザア予草寺議主重=布{生小学校14.00-15忠告
脚必要e:::'>:綴設=1議絞センタ-9.∞-15.00

"'"納税相談軍事i話回一抜本地区9.30-12.吾容
雪量滋子動物書奇襲主義主13.00-16.00

世ジフテ '17予務長幸運出燃え主小学校14.00-15.事告

月
2 

3 水火|

世著霊祭z鶏・ 3綴胃お第2小学校14.00-15.0容
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部主計

E量生 72人 斡人 141λ 

転入 312人 302人 614入
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つ軽自動車の車検をうけましょ
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